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2026 年 ２ 月 号  

第300 号 2026 年2 月22日発行 
 

★子育て研修・交流会について 
日時:3月11 日（水）13:30～15:00 
場所:ミオス 第1小研修室 
内容:２０２６年度の「親子で絵本」の当番決め 
も行います。メンバーの方は、ご出席よろしくお 
願いいたします。  

★3 月運営委員会の場所・時間変更について 
日時:3 月 19 日（木）10:00～12:00 

 場所:水戸市千波市民センタ－会議室 
水戸市千波町 114-6Tel:029-243-3174 

   に変更します。 
 
★3 月のナルクみとサロン 

日時:3/21(土) 10:00-12:00 
  場所:ナルク事務所 
 内容:シルバーリハビリ体操と 
    認知症スゴロク 

会費:200 円  
 ※参加希望者は3/17(火)までに事務所へ  
★３/２９春のコンサートについて 

3 月の定例会前講座で 
「春のコンサート」を開催します 

13:30～ﾐｵｽ大研修室 
蒙日ユニット竹馬（松前様ご夫妻）による 
～篠笛・尺八と馬頭琴・二胡の調べ～  

★4 月の全国ナルクデ－について  
 日時:４月２１日(火)10:00～ 
 場所:茨城県植物園 那珂市戸4589 
 内容:クリーン作戦をメインに園内散策 
 ※詳細は次号に掲載します。  
★次期役員の募集について  

2026 年度は運営委員の改選時期です。 
４月が改選時期ですが、6/28 総 会で承認決
定します。 
自薦、他薦いずれでも可です。 
希望者は事務局までご連絡ください。  

新入会員紹介（敬称略･ＡＢＣＤＥは所属ブロック） 

どうぞよろしくお願い致します。 
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  南町    （C）
会員数    1 月末現在 503 名 

（ 世帯数 370 ） 

月 日 曜 内容 会場 午前 午後
2 月 親子で絵本 水戸市役所会議室502 9:30 13:30
16 月 親子で絵本 水戸市役所会議室501

～ ～

25 水 親子で絵本 水戸市役所会議室502 12:00 15:30
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子育て支援活動

月 名称 日 場所 時間
フラダンス 当分の間お休み
コ ー ラ ス   4･18 城東市民センター 13:30～
大   正   琴  14･28 事   務   所  9:30～
手話クラブ  12･26 事   務   所 13:30～
健 康 麻 雀  10･24 葉   山   荘 13:30～
カ ラ オ ケ  12･26 夢来人(むらびと) 13:30～

12 ホ  ロ  ル  の  湯 10:00～
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宝物となった遊奉 
元編集委員 五十嵐

い が ら し
 秀子

ひ で こ
 

2000 年１１月「ナルク水戸」設立、本町商
店会事務所の片隅をお借りし電話、机、イスの
みで事務所開設。２ヶ月後、全会員への繋がり
と行動予定、報告のツールとして編集委員を中
心に広報誌「遊奉」創刊号を発行することが出
来ました。パソコン、プリンターはなく、毎月
個人宅を訪問して依頼。配布はもちろん手渡し
でした。組織力、資金もないないづくしから２
０２６年２月で３００号となります。情熱と夢
を持つ事のすばらしさを証明でき、宝物と言っ
ても過言ではないでしょうか。遊奉に関わった
会員の方 「々継続は力なり」これからもご協力
をお願いいたします。 

遊奉創刊の思い出 
元編集委員 吉野

よしの
 博

ひろし
 

 ３００号お祝い申し上げます。第１号発行は
林代表、五十嵐さんと３名でパソコンのベテラ
ン会員宅へ赴き、協力をお願いして仕上げた。
2号以降は五十嵐さんと交互に発行担当、A4で
白黒１枚だったのだが、現在は見事な機関誌に
成⾧、関係皆様に敬意を表します。 

遊奉と共に  創刊号に寄せて    元編集委員  井上
いのうえ

 弘子
ひろこ

 
 ナルク設立2か月後に広報紙として誕生した。遊奉は３００号
を迎えることが出来ました。その間、一度も休むことなく発行で
きたということは、会員の努力と協力の結果だと思われます。場
所、資金、人、のナイナイづくしで出発したナルク、そして会報
のこと、原稿があっても印刷はどうしたら等と、さまざまな難問
に向かい合いながら出来上がった遊奉を見て息をのんで拍手し
たものでした。 

当時を思い、原稿集めに苦労したこと、種々に悩んだことなど
今となれば懐かしい思い出となりました。 

祝 遊奉発刊300号

300 号記念に寄せて     元編集委員 大藪
おおやぶ
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300 号おめでとうございます。ワープロで作り始めた新聞が

300 号とは、ボランティアの新聞がここまで継続して発行できた
のは素晴らしい業積で、感無量です。 

これまでの代表、編集委員さんの「会員さんに伝え、ナルクを
わかってもらい、発展させていく」という思いでの絶え間ない努
力の賜物です、ありがとうございました。私も顧問になるまで、
編集委員としてニュース探しに努力しました。少しでも面白く新
しい記事を、と思って務めました。ナルク水戸も会員が少なくな
ってきましたが、ますます発展するよう今後も頑張って下さい。
よろしくお願いします。 

【

創
刊
号
の
遊
奉
】

月 日 曜 行 事 場所 時間
6 金 編集会議 ／ 三役会議 事   務   所 13:30~
11 水  子 育 て  研 修  交 流 会 ミ オ ス （小） 13:30~
19 木  千波市民センター 10:00~
21 土 ナ ル ク み と サ ロ ン 事   務   所 10:00~
29 日 定例会 春のコンサート ミ オ ス (大) 13:30~
30 月 寄   付   金   〆   切 事   務   所 15:00迄
3 金 編集会議 ／ 三役会議 事   務   所 13:30~
17 金 運   営   委   員   会 ミ オ ス (中) 13:30~
18 土 ナ ル ク み と サ ロ ン 事   務   所 10:00~
21 火 全 国 春 の ナ ル クデー 茨城県植物園 10:00~
26 日 定     例     会 ミ オ ス (大) 13:30~
28 火 寄   付   金   〆   切 事   務   所 15:00迄
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この度、会報「遊奉」が300 号を迎えられたこと、心よりお祝

い申し上げます。 
創刊以来⾧期にわたり発行を支えてこられた編集委員の方や

寄稿者の皆様のご協力の賜物であり、水戸拠点の歴史そのものだ
と思います。掲載内容も拠点での主催行事や各ブロック活動を始
め、本部での取組内容等を、カラーで読み易く編集されており、
会員の方々の「きづな」を繋ぐコミュニケーションツールとして
大きな役割を果たしているものと思います。 

ナルクは今「会員の高齢化」「拠点代表、役員の担い手不足」等
の大きな課題に直面しています。こうした課題に向け昨年末に
「ナルク発展5か年計画」がスタートしました。 

これから「ナルクの魅力の向上」に向け「遊奉」が皆様を繋ぐ
架け橋として継続していかれることを願っております。300 号本
当におめでとうございます。 

水戸拠点「遊奉」300号お祝い

月 日 曜 行 事 場所 時間
Ａ 28 土 クリーン作戦 東部図書館前 9:00~
B 26 木 クリーンウォーク 四  季  の  原 9:00~
C
D
Ｅ

3 お 休 み

お 休 み
お 休 み

ブロック活動
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随想 計算機にとっての理解とは？ 

 A ブロック 元田
もとだ

 浩
ひろし

 
 ChatGPT と遊んでみると、計算機が我々人間の質問（そ
れも多言語で）を理解して、応答しているように感じてし
まう。ChatGPT は計算機上で動く人間が書いたプログラ
ムであり与えられた入力（質問）に従って、次の単語を予
測し、繰り返し出力しているに過ぎない。ただし、プログ
ラムには数千億～数兆個規模のパラメータがあり、学習用
に数兆個単語規模の文書データを準備し、専用のスーパー
コンピュータで数ヶ月かけてパラメータの値を学習する
という気の遠くなるような計算資源を要している。もは
や、一個人や、大学の一研究室の手の届く規模の話ではな
い。桁違いに量が増えると、結果も桁違いにすばらしいも
のになる（いわゆる創発）、という事実を受け入れざるを得
ない。 

次の単語の予測の連鎖が文書の理解に繋がることはな
いが、理解していると思えるような挙動は実現可能であ
る。我々人間が、実際に見て、触って、聞いて、いわゆる
五感で理解するのとは違い、膨大な量のビデオ鑑賞を経
て、まだ見たことのないものを理解する（した気になる）
ようなものに近い。要は、観測した側が「それでよしと思
えばよしとする」、ということであろう。 

「茨城新聞」の紙面から水戸で活躍した女性の記事を拾
い、その女性が住んでいた町名・年齢・何をしたのか・業
績や所属団体名・団体の人数・立場などを調べ、水戸市・
茨城県・国の行政や国際情勢も調べた。この資料を作っ
て毎週１回集まり、みんなで検討するという作業を12年
続けた。昭和20年から平成31年までの75 年分、それ
を終えてまた3 年かけて2 度目の編集、3 度目の検討を
経て、2024年9 月に完成した。 

このような編集に携われたのも、ナルクにパソコン教
室があり、根気よく丁寧に教えて下さったナルク水戸代
表和田さんのお陰です。水戸市から助成金が出たため、
市販でなく各小・中・高校・茨城大学・県立図書館・市立
図書館・市民センターに配布され、市民の皆さんの手に
ふれやすい公共の場に置いてあります。皆さんの関心の
あること・身近なこと・例えば「地域の市民センターは
いつ出来たのか」とか、「自分の生まれた年や子どもの生
まれた年に水戸市にはどんなことがあったのか」などが
分かり楽しむことができます。 
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 今からさかのぼること17年、水戸の女性史を作ろうとの
機運が高まり私も参加した。しかし、パソコンはほとんどで
きなかった。「水戸女性史」編集作業ではひとり１年担当で 

想い出の情景シリーズ  №51  
「 シ ガ 」 の 流 れ る 町  

           B ブロック 鈴木
す ず き

 つぎ子 
 犬のような形をした茨城県、その頭の左耳に位置する
のが大子町。四方を山にすっぽりと囲まれ、町の中央を
久慈川がゆったりと蛇行する。袋田の四度の滝、コンニ 
ャクとお茶、和紙の原料である楮

こうぞ
のとれる町、奥久慈と 

も呼ばれる山ふところの町が私の故郷である。盆地の冬
は厳しい。氷点下５、6 度の朝が一週間くらい続くと四
度の滝が凍結する。滝が凍り始めると久慈川に「シガ」
が流れる。「シガ」は福島県矢祭町から茨城県大子町にか
けての 15 ㎞でのみ見られる自然現象である。川底や水
中でシャーベット状に凍り、川面に浮かび上がってゆっ
くりと流れて行く。どうして川底から凍るのか、なぜ久
慈川だけに見られるのか、科学的にはまだ解明されてい
ないという。 
 夜の静寂（しじま）の中で水が凍り、流れが凍る、空
気が凍り、時が凍る。そして朝、光に照らされてキラキ
ラ輝き、川の流れに合わせて氷の欠片が繋がったり離れ
たりしながら流れて行く。とても幻想的な光景だ。シガ
は気温が上がると溶けてしまう一瞬の光景でもある。 
水戸から５０㎞、車を走らせると大子町。4 時に起きて
シガを見に行ったこともある。朝の寒さに耐えて見るシ
ガの美しさは格別だ。スマホ検索したら「シガ」は「氷
花」と書いてありました。 

B ブロック 日高
ひだか

 昌子
まさこ

 
明けぬれば 暮るるものとは知りながら 

          なをうらめしき 朝ぼらけかな 

 毎年新年に行われるカルタ取り。百人一首は日本の伝統
ある歌集で飛鳥時代の天智天皇から鎌倉時代の順徳天皇ま
で百人の優れた和歌を選んだものが「小倉百人一首」と言わ
れています。今年はナルクの参加者が多くて、二組で始めた
のですが、途中、無い札などがあったりして、最後まで完了
することが出来なくて非常に残念でした。 
          山里は 冬ぞさびしさまさりける   

                   人目も草もかれぬと思えば 

（1/17(土)開催 15名参加） 
 

「遊奉３００号」を迎えて 

代表 和田
わ だ
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今年はナルク水戸設立２６周年を迎え、ナルク水戸

会報の「遊奉」２月号が３００号となり、この編集にか
かわってきたものとして感慨深いものがあります。私
はナルク水戸が設立されて１年後に入会し、ボランテ
ィアについて、またナルクのルールについてもほとん
どよく理解していない状態でありました。 

その中でこの会報の編集に携わったことで、会員の
皆さんがボランティアに対していろんな要望を持ち、
それをサポートする会員と如何に結び付けることがで
きるかという作業をすることで、「ナルク」というこの
団体の意義というものを少しずつ理解することができ
たと思います。 

2020 年 1 月頃からあのコロナ騒ぎになった 4～5
年は、ナルクの行事や活動も多少停滞気味ではありま
したが、この会報「遊奉」を通じてできる限りの情報を
会員の皆さんにお届けしようという意気込みで、編集
委員のメンバーが根気よく編集を続けて現在に至って
いるということです。 

毎月の編集会議の中で、掲載記事と会員の投稿原稿、
写真等について検討し、数回に亘る校正を経て会員の
皆さんに興味を持ってご覧いただける紙面に仕上げて
います。今後、より一層充実した紙面を目指して参り
ますので、会員の皆さんのご協力をどうぞよろしくお
願いいたします。 
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編集委員 大角
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「遊奉」発刊３００号おめでとうございます。先人達

のご尽力に感謝申し上げます。ナルク水戸は今も歩き続
けています。その道程を綴ったものが会報誌「遊奉」で
会員同士を結んでいるもののひとつです。原稿収集、編
集、印刷、配付をすべて会員達で実現出来ていることは
見事なことです。 

私たちが遊奉を編集しています 
 

遊奉編集委員（8 名） 
編集委員⾧  和 田 修 身 
編 集 委 員 大 角 峰 央 

〃   小 貫 清 美 
      〃   貴 志 敬 介 

    〃   近 藤 哲 啓 
    〃   林   初 惠 
    〃   山 口 操 子 
    〃   渡 部 はるみ 

            (編集委員の名前はアイウエオ順です) 

3 月の定例会前講座・春のコンサート 

１月のナルクみとサロン「百人一首」 

随想 ナルクのパソコン教室のお陰で 


